
みやぎの女性つながりサポート型支援事業 【宮城県】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

総事業費 13,824 千円

交付金額 10,125 千円

事業番号 3

・相談を受けた後につなげる、各市町村の行政サ
ービスやNPO等の支援団体が、地域によって差
がある。

・新型コロナウイルス感染症の影響により、様々な困難
な課題や不安を抱える女性への支援を目的としている。
【数値目標】 電話・対面等相談1,000件、アウトリーチ
300件、同行支援20件
【達成状況】 電話・対面等相談1,845件、アウトリーチ
334件、同行支援49件

・より地域との距離感が近い団体を選定して業務
の委託を行い、相談しやすい体制構築を行ってい
る。

・「みやぎの女性活躍促進連携会議」
（構成員については別紙事業の概要のとおり）

・各ＮＰＯ団体における相談体制の下地（ベース）
や市町村等との連携体制が支援件数増加の一
因と考えられることから、ＮＰＯ団体間のノウハウ
共有や市町村関係課との顔合わせ等の連携をよ
り一層図る必要がある。

・NPO団体間の連携強化が図られた。

・出張相談会等の実施により、顕在化していなか
った相談者の掘り起こしが図られた。



事業の概要

みやぎの女性つながりサポート型支援事業

概要

新型コロナウイルス感染症により、困難や不安を抱える女性について、地域の実情に応じた支援が可能なＮＰＯ等
の知見を活かし、社会との絆・つながりを回復するため、重点的に寄り添った支援を行ったもの。

独自に事業を実施する仙台市を除いた県内を５地域（県南、仙台北、石巻、栗原・大崎、気仙沼・登米）に分け、そ
れぞれの地域においてＮＰＯ法人等へ、事業を委託して実施したもの。

連携団体（みやぎの女性活躍促進連携会議）

一般社団法人宮城県経営者協会、公益財団法人せんだい男女共同参画財団、宮城県町村会、仙台経済同友会、
仙台市、特定非営利活動法人イコールネット仙台、日本労働組合総連合会宮城県連合会、宮城県漁業協同組合、
宮城県商工会議所連合会、宮城県商工会連合会、宮城県中小企業家同友会、宮城県中小企業団体中央会、宮城
県農業協同組合中央会、宮城県、宮城労働局

相談窓口開設日
県南地域 毎週 火・木・土             10:00～17:00
仙台北地域  毎週 火・木・土       10:00～13:00、19:00～21：00
石巻地域 毎週 月・火・水・木・金     10:00～18:00
栗原・大崎地域  毎週 火・木・金 10:00～17:00
気仙沼・登米地域 毎週 月・火・水・木・金  13:00～18:00

実績（令和６年度）
相談件数  2,228件
生理用品の提供    191件
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